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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月27日(2009.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを符号化するための装置であって、前記ビデオ
信号データの色成分を、それらに残差色変換を適用することなく符号化するための符号器
を含む、前記装置。
【請求項２】
　前記符号器による前記色成分の符号化の前に前記ビデオ信号データの色成分上で色変換
を選択的に実行するために、前記符号器と信号通信を行う符号器前色変換モジュールをさ
らに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記符号器前色変換モジュールによって実行される前記色変換が、非残差色変換である
、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記符号器前色変換モジュールが、前記ビデオ信号データに対応する原画像上で前記色
変換を実行する、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記符号器前色変換モジュールが、ＲＧＢフォーマットまたは任意の非ＲＧＢフォーマ
ットで前記符号器に前記ビデオ信号データの変換色成分を提供する、請求項２に記載の装
置。
【請求項６】
　前記符号器が、共通の予測器を使用して、前記ビデオ信号データの前記色成分のすべて
を符号化する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記共通の予測器が、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用
される輝度予測器である、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記符号器が、前記ビデオ信号データの前記色成分のすべてに対して共通の空間予測モ
ードを使用する、請求項１に記載の装置。
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【請求項９】
　前記共通の空間予測モードが、国際電気通信連合電気通信標準化部門のＨ．２６４規格
のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ８×８＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ、ｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ８
×８＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａ
ｇ、およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅパラメータによって設定され
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記符号器が、ＢフレームおよびＰフレームについて、前記ビデオ信号データの前記色
成分のすべてに対して共通の補間フィルタを使用する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビデオ信号データのサンプリングが、国際電気通信連合電気通信標準化部門のＨ．
２６４規格の４：４：４、４：２：２、および４：２：０の何れかに対応する、請求項１
に記載の装置。
【請求項１２】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを符号化するための方法であって、前記ビデオ
信号データの色成分を、それらに残差色変換を適用することなく符号化するステップを含
む、前記方法。
【請求項１３】
　前記ビデオ信号データの色成分上で色変換を選択的に実行するための、符号化前ステッ
プをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記符号化前ステップによって実行される前記色変換が、非残差色変換である、請求項
１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記符号化前ステップが、前記ビデオ信号データに対応する原画像上で前記色変換を実
行する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記符号化前ステップが、ＲＧＢフォーマットまたは任意の非ＲＧＢフォーマットで前
記符号化ステップに前記ビデオ信号データの変換色成分を提供する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記符号化ステップが、共通の予測器を使用して、前記ビデオ信号データの前記色成分
のすべてを符号化する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記共通の予測器が、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用
される輝度予測器である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記符号化ステップが、前記ビデオ信号データの前記色成分のすべてに対して共通の空
間予測モードを使用する、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記共通の空間予測モードが、国際電気通信連合電気通信標準化部門のＨ．２６４規格
のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ８×８＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ、ｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ８
×８＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａ
ｇ、およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅパラメータによって設定され
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記符号化ステップが、ＢフレームおよびＰフレームについて、前記ビデオ信号データ
の前記色成分のすべてに対して共通の補間フィルタを使用する、請求項１２に記載の方法
。
【請求項２２】
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　前記ビデオ信号データのサンプリングが、国際電気通信連合電気通信標準化部門のＨ．
２６４規格の４：４：４、４：２：２、および４：２：０フォーマットの何れかに対応す
る、請求項１２に記載の方法。
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